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町 田 い だ 天 ク ラ ブ 令和２年8月号 （2020年8月1日発行） （１）

い
だ
天

【 定 期 練 習 会 】

毎月第一日曜日： 場所 サン町田旭体育館

毎月第三日曜日： 場所 サン町田旭体育館

★集合時間： ＡＭ７：４５（夏時間）

注意： ４月から夏時間 ＡＭ７：４５集合

☆給水は各自で準備すること。

記録と感想の連絡は、ニュース担当 薮下までお願いします。 TEL&FAX ： 042-799-6933 電子mail ： yabushi@sea.plala.or.jp

次月号以降のマイランニング投稿よろしくお願いします。ニュース担当 薮下

峠谷 節子さん
とうげたに せつこ

マイランニング ・・ ・・ シリーズ 100

☆1949年5月生(71歳)
☆入会 1985年1月

町田いだ天クラブ年会費振込先について

会費振込先： ゆうちょATMで通帳引き落としで

下記の通帳に直接振込下さい。

記号 10130 番号 73126171
「マチダイダテンクラブ」と表示されます。

上記の振込依頼以外は手数料が必要です。

ゆうちょ以外の他銀行等で振り込まれる方は
銀行用の下記口座番号をご利用下さい。

店名 店番 普通預金口座

〇一八 ０１８ 7312617

（ゼロイチハチ）
2020年会費は1月新年会～11月末までに納入

会計： 橋本俊彦

50周年を振り返って

私の父（加藤隆義）を含めたランニング愛好家が、数名で
立ち上げたクラブでした。その頃の私は社会人になりたてで
、楽しいことがいっぱいの青春を送っておりました。当時、町
田ロードレースという旭町体育館スタートで玉川学園の池を
折り返す大会があり、素人の彼（現在の夫）が参加したので
すが、レース中、既に折り返してきた初老の父に「峠谷さん
頑張れ!!」とエールを送られ、情けなく思ったことを、夫は今
でも覚えているそうです。それからしばらくして私達は結婚し
、お互い入会して、数々の大会に出場させて頂きましたが、
レースに参加する度に記録が伸び、数年後には「頑張れ!!」
とエールを送ってくれた父を追い越すことができました。

ところが、夫が脱サラで現在のスポーツ店を始め、慣れな
い仕事に翻弄され、走ることから遠ざかった日々を過ごすこ
とになりました。しかし、送られてくる会報で、皆様の活躍を
目にするたびに「もう一度」と希望は捨てませんでした。

60歳の頃は、スキーで大怪我をしたりと、なかなか再起出
来ずに、現在70歳を過ぎてしまいましたが、5km程度のスロ
ーランニングなら、今の私にも走ることが出来そうです。父も
含め、既に天国へ旅立った会員の方々にも、私がそちらに
行った時によい報告が出来るように、たくさんの思い出を作
り、会の一員として微力ながら、もう少し頑張ってみようと、
この節目の機会に決意を新たに致しました。

向日葵
（ひまわり）

花言葉

【あこがれ】

【熱愛】

8月2日バーベキュー大会中止のお知らせ

期日 2020年8月2日（日） 申込をキャンセルしました
場所 竹一ガーデン

11時頃から開始する予定でしたががコロナウイルス拡大を考慮して

開催中止とします。
8月2日の練習会はサン町田旭体育館に集合して３密にならないように
練習会を開催します。

ご協力よろしくお願い致します。

事務局 薮下

忘年親睦駅伝の参加者募集のお知らせ

新型コロナウイルスの影響で使用申込が9月1日
からになるので会場予約が確定できていません。

開催が困難かも知れませんが参加希望者は

事務局まで申込下さい。

期日：令和2年12月20日（日）予定

スタート 1部 ９時10分 ２，３部 ９時20分予定
会場： 皇居周回コース

表彰 各種目1位～6位 表彰式なし

11時30分～12時30分
楠公レストハウス前で商品授与

編成 １チーム ４名

１部 一般の部(15歳以上男女混成可）

２部 壮年の部（50歳以上男女）
３部 女子の部（18歳以上女子のみ）

参加費 １チーム

連合所属 ８０００円（一人/２０００円）
一般 ９０００円

申込 令和2年12月上旬予定

町田いだ天クラブ 申し込み期限 11月20日頃

タスキは各チームで準備

表彰は各部1位～6位まで、その他ラッキー賞あり
クラブ補助は500円予定

担当 薮下、中村、伏見、橋本

町田走友会8月練習会のお知らせ

８月の練習会も芹が谷公園へ行って走ろうと思い
ます。

行き違いを避けるため、朝の集合は８時に旭町体

育館裏の駐車場で、お願い致します。

８月16日(日)、朝８時、旭町の体育館裏の駐車場に

集合。 体操をして、芹が谷公園に行って日影のコー
スを走ります。 距離は、当日の天候・体調と相談し

て決めたいと思います。

給水は、各自でご用意下さい。
帽子、マスク等、ご用意下さい。

公園利用者が多いと思いますので、無理の無いペ

ースで練習して下さい。 暑くなると思いますので、日

影を利用して距離を踏む事を練習目的と致します。
それでは、皆様のご参加をお待ちしてます。

担当 田中 一生

8月2日 練習会（７：45～）、バーベキュー中止 サン町田旭体育館

8月16日 練習会（７：45～）夏時間　三密防止練習 サン町田旭体育館

9月6日 練習会（７：45～）夏時間　三密防止練習 サン町田旭体育館

9月20日 練習会（７：45～）夏時間　三密防止練習 サン町田旭体育館

10月4日 練習会（８：45～）冬時間に変更注意 サン町田旭体育館

10月18日 練習会（８：45～）冬時間に変更注意 サン町田旭体育館

11月1日 練習会（８：45～）冬時間 サン町田旭体育館

11月15日 練習会（８：45～）冬時間 サン町田旭体育館

12月6日 練習会（８：45～）冬 11時～役員会 サン町田旭体育館

12月20日 練習会（８：45～）冬時間、忘年駅伝中止時 サン町田旭体育館

12月20日 忘年親睦駅伝（桜田門時計塔前）予定 皇居周回コース

2020年度役員会開催のお知らせ

日時 12月6日(日） 11時～13時頃まで
場所 黒澤公文教室
議題 R２年度表彰者選考

11月ニュースに個人記録の年俸掲載記録用紙を添付します。
訂正・追加等あれば、記入またはメール、FAXで連絡下さい。

ニュース・年報担当 薮下まで

1月練習会日程変更のお知らせ

第一練習日が1/3の正月3ケ日になるので
1週間ずらします。
第一練習会 1月10日 8:45～

第二練習会 1月24日 8:45～
1/10のぜんざい茶話会は中止の方向で検討中です。

事務局 薮下

百日紅
（さるすべり）

花言葉

【雄弁】

【愛嬌】

阿蘭陀菖蒲

（グラジオラス）
花言葉

【密会】

【用心】



町 田 い だ 天 ク ラ ブ 令和2年8月号 （2020年8月1日発行） （２）

記録と感想の連絡は、ニュース担当 薮下までお願いします。 TEL&FAX ： 042-799-6933 電子mail ： yabushi@sea.plala.or.jp

歴代会長
初代会長：片柳光四郎 1970年～1986年
2代目会長：加藤隆義 1987年～1991年
3代目会長：会田東 1992年～1996年
4代目会長：市川邦夫 1997年～1998年
5代目会長：佐藤伊蔵 1999年～2001年
6代目会長：松田瑞江 2002年～2007年
7代目会長：山本芳之 2008年～2014年
8代目会長：村野嘉孝 2015年～2016年
9代目会長：中村正 2017年～

クラブ創立50周年記念原稿募集
マイランニング及び、来年の年報に50周年記念の抱負を掲載したいので原稿作成よろしくお

願い致します。
今月のマイランニングに掲載した長内さんのような原稿が望ましいのですが、

旧会員のようなコメント形式、または、50周年を振り返っての感想でも回顧録でも構いません。

ニュース原稿がないので、重ねてよろしくお願い致します。
事務局・広報担当 薮下

２０２０年センバツを前に スポーツマンシップ
ヤジに強い違和感

毎日新聞2020年2月20日 東京朝刊

スポーツマンシップの大切さを説く元プロ

野球選手の荻野忠寛さん＝東京都内で

「スポーツに携わる人の人格を高め、その価値を上げたい」と、高校生や大学生への

講演や野球教室などで真のスポーツマンシップの意味を伝えてきた。

桜美林高（東京）で甲子園出場経験はないが、神奈川大では明治神宮大会準優勝の

原動力となった。日立製作所でも活躍し、ドラフト４位で０７年にプロ入りし、中継ぎや抑

えとして起用された。１５年に日立製作所に戻り、若手をサポートする中で視野が広がり

、目が覚めた。

原点は幼少期にあった。スポーツ経験のない両親のもとで育った荻野さん。野球を始

めた小学生のころ、トイレに入ると「スポーツマンの得る報酬は、努力から生まれる喜び

と充実している存在の感情である」などとスポーツマンシップの趣旨を書いた紙が常に目

に入った。張ったのは父だった。小さいころからたたき込まれたスポーツの本質だった。

今年のセンバツから導入される球数制限（１週間で５００球）を「指導者に与えられたラ

ストチャンス」とし、「勝つためではなく、体を守るために多くの投手を用意すること」を提

言する。「監督はプロ（扱い）で、勝たなければ首になる。学校にも問題がある」とも指摘

する。そして、スポーツの根本は「結果ではなく勝利を目指して努力する過程が意味を持

ち、勝っても負けても評価されるもの」と強調する。

自らが取り組む課題の根深さにひるむこともある。それでも「みんなで少しずつやるし

かない。スポーツマンシップが浸透しない限り、問題がどんどん出てくるだけ」。野球が真

に愛されるスポーツとなるため、活動の輪を広げたい一心だ。【荻野公一】＝随時掲載

「サード下手くそだから打ってやれ！」。

ベンチからヤジが飛ぶ。勝つことでしか

評価されず、負けはチームの存続を危う

くする。「ここには『スポーツマンシップ』

がない」。野球界にどっぷりつかりながら

抱いていた違和感の正体が、はっきりし

た。

プロ野球・千葉ロッテマリーンズの元投

手、荻野忠寛さん（３７）＝東京都＝は退

団後、２０１５年に古巣の名門・日立製作

所（茨城県）に復帰した時のことを鮮明に

覚えている。「相手を蹴落として勝ってや

ろう」という風潮への拒否感は、抑えきれ
なかった。１６年に同社を退社。

距　離 氏　名 クラス　順位他　 タイム

2020/7/5　第12回スポーツメイトラン松戸江戸川河川敷マラソン

フル 岡崎　利紀 男子 2位/16　総合2位/20 3°39′46″

2020/7/19　第473回よこはま月例マラソン

1km 岡崎　利紀 50代男子7位　総合36位/202 3′49″

３ｋｍ 岡崎　利紀 50代男子12位　総合47位/207 12′52″

５ｋｍ 岡崎　利紀 50代男子9位　総合53位/326 20′49″
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※荻野 寛 元クラブ会員の次男の荻野 忠寛氏の毎日新聞掲載記事を掲載。

※30年誌の歴代会長のメッセージから掲載。


